
 

 

 

 

 

                       取扱説明書 
 

 安全作業で家族も笑顔 

 

 ＭＡＸ４４５ＨＡ   

          （水田専用）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

本製品を安全に、また正しくお使いいただく

ために必ず本取扱説明書をお読みください。 

誤った使い方をすると事故を引き起こす恐れ

があります。 

ご使用前に必ずお読みください。 

お読みになった後も必ず製品の近くに保管し

てください。 
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はじめに 

◎ この取扱説明書は、マックスハローＡＣＥの取扱方法と、使用上の注意事項について記載

しております。ご使用前には、必ずこの取扱説明書を熟読するまでお読みのうえ、正しく

お取り扱いいただき、最良の状態でお使いください。 

◎ マックスハローＡＣＥは水田の代かき作業をする機械です。その他の目的で使用しないで

ください。 

◎ お読みになった後は必ず製品に近接して保管してください。 

◎ 本製品を貸与又は譲渡された場合は、この取扱説明書を商品に添付してお渡しください。 

◎ この取扱説明書を紛失又は損傷された場合は、速やかに当社又は当社の特約店・販売店に

ご注文ください。 

◎ なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。 

その際には、本書の内容及び写真・イラストなどの一部が、本商品と一致しない場合があ

りますので、ご了承ください。 

◎ ご不明なことやお気付きの点がごさいましたら、お買い上げいただきましたお店、又は 

お近くの特約店・販売店・農協にご相談ください。 

◎   印付きの下記のマークは、安全上特に重要な項目ですので、必ずお守りください。 

 

 

         危険 
 

    警告 
 

    注意 
 

          重要  

 

          参考  

   

◎ この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作業する

ために」を記載してあります。ご使用前に必ずお読みください。 

ササキ商品をお買い上げいただき 

      誠にありがとうございます 

この警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う 

ことになるものを意味します。 

この警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う 

危険性があるものを意味します。 

この警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのある

ものを意味します。 

注意事項を守らないと、機械の損傷や故障の恐れのある 

ものをあらわします。 

その他、使用上役にたつ補足説明をあらわします。 
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安全に作業をするために 

本機をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み、ご理解いただいたうえで安全な作業を行って 

ください。安全に作業するためにぜひ守っていただきたい注意事項は下記の通りですが、これ以外に 

も本文の中で「  警告サイン」として説明のつど取り上げております。 

 

◎一般的な注意事項 

警告 こんな時は作業しない 

◇ 過労・病気・薬物の影響、その他の理由により 

作業に集中できないとき。 

◇ 酒を飲んだとき。 

◇ 妊娠しているとき。 

◇ １８歳未満の人。 

 

警告 作業に適した服装をする 

はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。ヘルメット・滑り止めの 

ついた靴を着用し、作業に適した防護具などをつけ、だぶつきのない 

服装をしてください。 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒したりするおそれがあります。 

 

警告 機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する 

  取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣を必ず 

読むように指導してください。 

 

【守らないと】 

死亡事故や重大な傷害、機械の損傷をまねくおそれがあります。 

 

注意 機械の改造禁止 

  純正部品や指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。 

 

【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 
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◎作業の前に 

警告 始業点検整備は平坦で安定した場所で行う 

  交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦な安定した 

場所で、トラクタの前輪には車止めをして点検整備してください。 

 

【守らないと】 

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。 

 

警告 点検整備中はエンジン停止 

  点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを 

停止してください。 

 

【守らないと】 

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。 

 

注意 

  ◇ 作業の前には点検・整備を行ってください。 

◇ 各部のボルト・ナットなどのゆるみや、ピンの脱落がないか確認してください。 

  ◇ カバー類を外したら、必ず取り付けてください。 
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◎トラクタへの着脱 

危険 運転時はジョイントカバーを外さないでください 

 

【守らないと】 

ジョイントに巻き込まれて傷害事故を起こすおそれがあります。 

 

警告 作業機の着脱は平坦な場所で行なう 

  作業機の着脱は平坦で安定した場所で行なってください。 

夜間は、適切な照明をしてください。 

 

【守らないと】 

事故をおこすおそれがあります。 

 

警告 作業機の下にもぐったり、足を入れたりしない 

  作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。 

 

【守らないと】 

何らかの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負う 

おそれがあります。 

 

警告 重い作業機をつけるときはウェイトでバランスを取る 

  重い作業機を装着したときは、フロントにバランスウェイトを 

つけてバランスを保ってください。 

 

【守らないと】 

バランスを崩して事故を引きおこすおそれがあります。 

 

注意 

◇ トラクタから離れるときはエンジンを止め、駐車ブレーキをかけてＰＴＯ変速を中立にして 

ください。 

◇ ２人以上で着脱を行なう場合は、互いに合図を確認しあって作業してください。 

◇ ユニバーサルジョイントの止めピンが確実に軸溝にはまっているか確認してください。 

◇ 取り付け部のピンがすべて確実に装着されているか確認してください。 
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◎路上走行 

注意 トラクタに作業機を装着した状態での公道走行時は法令を遵守する 

トラクタに作業機を装着した状態で公道を走行する場合は、下記の法令を遵守する必要があります。 

【道路運送車両法】 保安基準として、灯火装置や反射器、制限標識などを必要に応じて取付 

【道路交通法】 免許区分に応じた運転免許証の携帯 

【道路法】 一定の大きさや重量を超える場合は、特殊車両通行許可の申請 

※ 詳細は農林水産省や日本農業機械工業会の HPをご覧頂くか、販売店にお問い合わせください。 

【守らないと】 

法令違反です。 

交通事故を引き起こすおそれがあります。 

 

注意 

公道走行するときは、運行速度 15km/h以下で走行してください。ただし、日本農業機械工業会の 

ＨＰにある「安定性の確認が取れた組み合わせ」に記載があれば、15km/h以上での走行が可能になりま

す。15km/h以上で走行する場合、「運行速度 15km/h以下」と記載されたラベルは、はがしてください。 

また、「安定性の確認が取れた組み合わせ」には公道走行時に必要なフロントウエイトの枚数と作業

機の最低地上高を記載していますので、守ってください。 

【守らないと】 

法令違反です。 

交通事故を引き起こすおそれがあります。 

 

注意 

公道走行する前に灯火器、反射ラベル（反射器）の点検、清掃を行ってください。 

【守らないと】 

法令違反です。 

交通事故を引き起こすおそれがあります。 

 

注意 

◇ トラクタ、作業機に運転者以外の人を乗せないでください。 

◇ 作業機の回転を止めて走行してください。 

◇ トラクタの落下速度調整ハンドルを回して必ず油圧ロックをしてください。 

◇ 旋回するときは、作業機に人や物が接触しないように注意してください。 

◇ 作業機を装着した時は、機体寸法が大きくなるので、移動走行時は十分注意してください。 

◇ 溝のある農道や両側が傾斜している農道では路肩に十分注意して移動してください。 
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◎圃場の出入り 

注意 

圃場に入るときは、必ず前進で速度を落し、作業機を低くして重心を下げ、畦や段差に対して 

直角に進んでください。畦や段差に対して斜め方向に進むと、横滑りや転倒する危険があります。 

 

◎作業をしているとき 

警告 回転部（ツメ・刃、軸等）に巻き付いた 

草等を取るときはエンジン停止 

 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれて、重傷を負うおそれがあります。 

 

警告 子供を近づけない 

  子供には十分注意し、近づけないようにしてください。 

 

 

【守らないと】 

傷害事故を引きおこすおそれがあります。 

 

警告 トラクタと作業機の周辺に人を近づけない 

  トラクタを移動して作業機を着脱するときは、トラクタの 

周辺や作業機との間に人が入らないようにしてください。 

 

【守らないと】 

傷害事故を引きおこすおそれがあります。 

 

警告 作業機指定のＰＴＯ回転を守る 

  低速回転用の作業機を高速回転で使用しないでください。 

作業機指定のＰＴＯ回転速度を厳守してください。 

 

【守らないと】 

作業機が異常作動し、事故や機械の破損を引きおこします。 
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注意 

  ◇ 補助作業者がある場合は、動作ごとに合図をかわしてください。 

◇ 回転部分や動くところには触れないでください。 

 

◎トラクタを止めるとき 

警告 機械から離れるときは作業機を地面に降ろしてエンジンをとめる 

  機械から離れるときには、平坦で安定した場所に置き、 

エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止めを 

してください。 

 

【守らないと】 

トラクタが動きだし、事故を起こすおそれがあります。 

 

◎点検や格納のとき 

警告 点検整備は平坦で安定した場所で行なう 

  機械から離れるときには、平坦で安定した場所に置き、 

エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止めを 

してください。 

 

【守らないと】 

トラクタが動きだし、事故を起こすおそれがあります。 

 

注意 

  ◇ 点検、整備時はトラクタのエンジンを止めてください。 

◇ 機械の下へもぐり、作業しないでください。 

◇ キャスターなど付いている場合、車止めをして作業してください。 

  



8 

 

安全銘板の貼り付け位置 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

 

 

 

 

 

注意 

● 安全銘板は破損したり、はがれたりした場合は、上記番号・名称にて手配のうえ、貼り直して 

ください。 

● 新しい安全銘板を貼る場合は、汚れを完全にふき取り、乾いた面にして元の位置に貼ってくだ 

さい。 

 

 

  

0000-04060 

PL ﾗﾍﾞﾙ(ｼﾞｮｲﾝﾄ 2) 

0000-04050 

PL ﾗﾍﾞﾙ(ﾄﾘｱﾂｶｲ･ｼｬﾄﾙﾊﾛｰ) 

00000-03620 

PL ﾗﾍﾞﾙ(ﾄﾘｱﾂｶｲ 2) 
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保証とサービスについて 

◎保証書について 

 『保証書』は、お客様が保証修理を受けられる際、必要となるものです。 

 お読みになった後は、大切に保管してください。 

 

◎アフターサービスについて 

ご使用中の故障やご不審な点など不具合があるときは、お買い上げいただいた販売店等に 

ご相談ください。 

《ご連絡いただきたい内容》 

◇ 型式名（機体銘板に明記してあります） 

◇ シリアル番号（機体銘板に明記してあります） 

◇ ご使用状況は？ 

（どのような作業をしていたときに？） 

◇ どのくらい使用しましたか？ 

（約何アール又は約何時間使用） 

◇ 不具合が発生したときの状況をできるだけ詳しくおしらせください。 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎補修用部品の供給年限について 

この商品の補修用部品の供給年限は、製造打ち切り後９年です。 

ただし、供給年限内であっても、特殊部品については納期をご相談させていただく場合もあります。 
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各部の名称 

  

  

  

   

  

  

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本機は改良のため、予告なく変更することがあります。  

折りたたみシリンダ 

チェーンケース 

フック 

ミッションケース 

ロワサポート 

ワイパーブレード 
入力軸 

受信機 

電磁バルブ 

ジョイントカバー 

調圧ユニット 

電動サイドレベラーユニット 

サイドレベラー 

土寄せユニット 

クラッチ 

キャスター（ロック付） 

キャスター 

スタンド 

ローター 

第２レベラー（整地板） 

第１レベラー 

２ 

ロータリーカバー 

２ 

調圧ユニット 

フロントウェーブガード 

サイドフレーム 

２ 

後退灯 

マスト 
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付属品 

名   称 規   格 個数 備    考 

オートヒッチ 日農工標準３Ｐ １ ０Ｌには付属しません 

ユニバーサルジョイント 
＃２７０（３Ｌ） 

＃３００（４Ｌ） 

１ 
０Ｌには付属しません 

リモコン  １ 単三乾電池２個、ストラップ付属 

スイッチハーネス  １  

電源ハーネス  １  

ワイヤーハーネス（後退灯）  １  

油圧カプラ ３/８メス ２  

ブッシング １/２×３/８ ２  

保証書・納入指導確認書  １  

取扱説明書  １ 本書 

 

組立について 

本機は、ほとんど組み上がった状態で出荷されますが、機体に添付されている開梱要領書をご確認いただ

き、梱包枠から外してスタンドを装着してください。 

 

◎スタンドの組立 

１．スタンドのピンを、スタンドブラケットの取付溝に引っ掛

けるように入れ、下側の穴を合わせます 

２．スタンドピンを差し込んでから、リンチピンでロックして

ください。 

※スタンド組立時にワイパーブレードが干渉する場合、ワイ 

パーブレードを格納位置に固定してください。 

 格納方法は“ワイパーブレード(タイヤ跡消し板)の調整 

（Ｐ.３５）”を参照してください。 

注意 

 ● スタンドを取り付ける時は、手を挟まないように注意してください。 

警告 

● 組立場所は平坦で十分な広さがあり、地盤がしっかりした場所で行ってください。 

守らないと、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

● 吊り上げた機械の下にもぐったり、足を入れたりしないでください。落下して死傷事故を 

起こす恐れがあります。近寄る時は、落下の危険を考慮して逃げ場所を確保してください。 

そばに近寄る時は、落下の危険を考慮して、逃げ場所を確保してください。 

● 梱包を解体するときは、手、足、頭等をケガしないように注意してください。 

● ２人以上で作業するときは、お互いに合図をし、確認しあって作業してください。 

守らないと、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

スタンドピン 

リンチピン 取付溝 
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装着前の準備 

１．各部のボルト・ナットの緩み、ピン類の脱落がないか、確認してください。 

緩み・脱落がある場合には、増し締めや、再度組み付けを行ってください。 

注意 

● 作業中にボルト，ナット，ピン等が外れますと、作業機の破損ばかりかトラクタの破損、 

人身事故につながる恐れがあります。 

 

２．作業機を装着すると機体の長さ・幅が大きくなり重量バランスが変わりますので、確認のうえ 

  適宜フロントウェイト等を取り付けてください。 

特にクローラトラクタの場合は、前部荷重がホイールトラクタに対し大きく必要になります。 

警告 

● 適応トラクタの範囲内で使用してください。適応範囲以内のトラクタであっても、発進時・ 

登坂時にトラクタの前輪が浮き上がる場合には、必ずフロントウェイト等を取り付けてください。 

  守らないと転倒等の事故で、死傷する恐れがあります。 

● 作業機の着脱は、平坦で十分な広さがあり、地盤のしっかりした場所で行ってください。 

守らないと作業機が動いて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 作業機の下にもぐったり、足を入れたりしないでください。また、作業機とトラクタの間に、 

入らないでください。挟まれて死傷する恐れがあります。 

 

３．本機の装着は、日農工規格のオートヒッチで装着する方法を採用しています。本機を装着する際は、 

あらかじめトラクタの３点リンクにオートヒッチを取り付けてください。 

危険 

● ユニバーサルジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 

守らないと巻き込まれて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

警告 

 ● ２人以上で作業するときは、お互いに合図をし、確認しあって作業してください。 

   特に、トラクタのエンジンをかける時や、エンジンが作動している間は、 

十分に注意してください。 

   守らないと、思わぬ事故につながる恐れがあります。 

注意 

● 装着時は、トラクタのＰＴＯ変速を中立にしてください。 
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トラクタへの装着方法 

Ⅰ．装着方法 （作業前には、必ずエンジンを停止してください） 

１．標準オートヒッチをトラクタの３点リンクに、

左ロワリンク、右ロワリンク、トップリンクの

順に取り付けてください。 

 

２．４Ｌの場合は、あらかじめユニバーサルジョイ

ント（以下ジョイント）を取り付けてください。

広角側をトラクタのＰＴＯ軸へ、ジョイントの

ロックピンを押しながら挿入してください。 

 

３．オートヒッチのロックレバーを引いてロック

プレートを解除してください。 

 

４．周りに人や動物・障害物がないことを確認してから、エンジンを

かけ３点リンクを油圧レバーで下げて、本機のマストに向かって

ゆっくり後退させてください。 

 

５．油圧レバーをゆっくり操作し、標準オートヒッチのフック部に 

作業機のトップピンを引っ掛けるようにすくい上げてください。

そのまますくい上げるとロワリンクも自動的に装着されます。 

この時本機が左右に傾いている場合は、リフトシリンダ又はリフ

トロッドを伸縮させ、本機の傾きに合わせてから装着し、水平に

なる様に再度調整してください。 

 

※１ フック部ですくえなかったり、ジョイントが入らなかったりし

た場合は、やりなおしてください。 

※２ ３点リンク上昇時にトラクタと近接や干渉がないかを確認し

ながら、ゆっくりと装着作業をしてください。トラクタとの 

近接や干渉がある場合は、３点リンクの上昇規制をかけてく 

ださい。また、キャビン仕様のトラクタで、最上げ時にリヤ 

ウィンドウが開閉できなくなる場合がありますので注意して

ください。 

※３ フック部の下がり量が不足している場合、リフトロッド穴位置

を下穴へ又は、ロワリンク穴位置を前穴へ変えてください。  

警告 

● 装着作業する時は、平坦で固い場所で行ってください。 

● ２人で作業をする時は、お互いに合図しあって、注意して作業してください。 

● 装着時には、トラクタと作業機に干渉や異常な近接がないか十分確認してください。 

 

ロックレバー 

解除 

引く 

ロックプレート 

トップピン 

ロワリンク 

標準オートヒッチ 

トップリンク 

右ロワリンク 

左ロワリンク 

リフトロッド 

４Ｌジョイント 

広角側をトラクタＰＴＯ軸へ  標準側をオートヒッチ
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６．オートヒッチのロックレバーを押してロワピンをロック 

プレートで固定してください。 

 

７．ロックレバーをロックピンで固定してください。 

 

８．３Ｌの場合は、本機がトラクタに装着された後にエンジンを

停止し、ジョイントを装着してください。広角側をトラクタ

ＰＴＯ軸へ取付けてください。 

 

 重要  

・ジョイントの広角側を作業機側へ取り付けるとジョイントの 

破損につながります。 

・ジョイントが挿入しづらくても、ハンマーなどでジョイントを

叩き、無理に入れないでください。ジョイントの破損の原因に

なります。 

・ジョイント装着後、ロックピンの頭が１０ｍｍ以上出ているこ

とを確認してください。作業機が破損する恐れがあります。 

 

危険 

 ● ジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 

 ● 守らないと巻き込まれて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

９．ジョイントに付属しているチェーンをトラクタ及び作業機

に取り付けて、カバーの回転防止をしてください。 

 

 

 参考  

トラクタによってジョイントの長さが合わない場合があります。 

その際は“ユニバーサルジョイントの切断方法（Ｐ．１７）”を参照しください。 

  

１０．スタンドを取り外してください。 

ワイパーブレードが干渉する場合は、格納 

位置にしてからスタンドを外してください。 

 

１１．ローターの下端が、地上７ｃｍの作業状態で、 

ロータリーカバーの上面が水平になるように、 

トップリンクの長さを調節してください。 

トップリンクを縮めると前側に傾き、伸ばす 

と後側に傾きます。調整が終わりましたら 

ロックナットで固定してください。  

トップリンク 

ロータリーカバー 

水平 

7cm 

ロックナット 

ロックレバー 

固定 

押す 

ロックプレート 

ロックピン 

チェーン 

ロックピン 

１０ｍｍ以上 
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 重要  

トップリンクで調整後、３点リンクを上下させてＰＴＯを回転させた時に、ジョイントから音鳴りが 

する場合は、トップリンクを調整し音鳴りしない長さへ調整してください。 

ただしカバーの上面が前後約５度の範囲内になるように調整します。 

音鳴りがする状態で作業しますと、作業機・ジョイントが破損する恐れがあります。 

 

注意 

 ●長さ調節が終わったら、必ずトップリンクのロックナットで、ロックしてください。 

  守らないと、ネジが外れて事故を起こす恐れがあります。 

 

１２．本機を少し持ち上げ、ＰＴＯ軸、ジョイント及び入力 

軸が、トラクタの中心線上にあるようにチェック 

チェーンを、左右均等に張ってください。 

その後左右のチェックチェーンの、ターンバックルを 

０．５～１回転くらい逆に戻し、ロックしてください。 

 

 

１３．電磁バルブのＰ（ポンプ）側のホースを外部油圧取出しの 吐出側 へ、Ｔ（タンク）側のホースを外部

油圧取出しの 戻り側 へ接続してください。 

トラクタの外部油圧取出しの吐出側及び戻り側の位置は、トラクタの取扱説明書を参照ください。 

油圧カプラが、差込み難い場合は、Ｍ６のボルトを緩めて残圧を抜きます。残圧を抜くとき、オイル

が漏れますのでウエス等を用意してください。また、ボルトは確実に締め込んでください。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１４．電源ハーネスとワイヤーハーネス（後退灯）を接続してください。配線方法は“トラクタへの配線

（Ｐ．１８）”を参照してください。 

Ｔ 
Ｐ 

電磁バルブ 

Ｍ６ボルト 

締付トルク７N･m 

トラクタ 

外部油圧取り出し 
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Ⅱ．取り外し方  

（作業前には、必ずエンジンを停止してください） 

 

１．平坦で固い場所を選んでください。 

その際、周りに人や動物・障害物がないことを確認してくだ

さい。 

 

２．左右のスタンドブラケットにスタンドを装着してください。 

 

３．３Ｌの場合は、ジョイントを外してください。 

 

４．油圧ホースをトラクタの外部油圧取り出しカプラから、外し

てください。その際にトラクタのコントロールレバーを操作

して、残圧を抜いてください。 

 

５．電源ハーネスとワイヤーハーネス（後退灯）を外してくださ

い。 

 

６．オートロータリを取り付けている場合は、ワイヤーあるいは

コネクタを外してください。 

  （２～６は、どれから行ってもいいです） 

 

７．オートヒッチのロックピンを引き、ロックレバーを解除し、

ロックレバーを引いてロワピンを解除してください。 

 

８．トラクタのエンジンをかけて、油圧レバーをゆっくり下げて

ロワーフック部を外します。さらに油圧レバーを下げながら、

トラクタをゆっくり前進させ、オートヒッチのフック部を、

作業機のマストトップから外してください。 

 

危険 

 ● ジョイントを取り外しするときは、必ずエンジンを停止してください。 

   守らないと巻き込まれて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

警告 

 ● 脱着作業する時は、平坦で固い場所でおこなってください。 

 ● ２人で作業をする時は、お互いに合図しあって、注意して作業してください。 

注意 

● 周りに人や障害物がないことを確認してから作業してください。 

トラクタ 

外部油圧取り出し 

ロックレバー 

解除 

引く 

ロックプレート 

ロックピン 
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ユニバーサルジョイントの切断方法 

ユニバーサルジョイント（以下ジョイント）の長さは、必ず適正長さの範囲内で使用してください。 

 

 重要  

短すぎるとジョイントが抜けて思わぬ事故につながり、長すぎると機械を破損してしまいます。 

短い場合は交換し、長い場合は切断し使用してください。 

 

◎適正長さの確認 

 片側を取り付け、ジョイントが一番短くなるときにＰＴＯ軸、又は入力軸と１０ｍｍ程度スキマがあれ

ばそのまま使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 また、ジョイントのオス・メスを外して、それぞれトラクタＰＴＯ軸と作業機入力軸に取り付け、水平

で一直線上にあたる時（最縮時）に、下図のスキマが２５ｍｍ以上あり、作業機を上下させてジョイント

が一番伸びた時（最伸時）に、オス・メスの重なりが１００ｍｍ以上あると、適正長さの範囲です。 

 

 

 

 

 

 

◎切断方法 

Ｆ１．ジョイントのオス・メスを外して、トラクタＰＴＯ軸と作業機入力軸の最短の作業位置に合わせ、

相手側の安全カバーの筒の端から、２５ｍｍスキマがあく位置に、オス・メスの安全カバーへそれ

ぞれマークをつけてください。 

 

Ｆ２．オス・メスの安全カバーに、マークをした長さ   

だけ、安全カバーを切断してください。 

 

Ｆ３．オス・メスの内外筒チューブを、安全カバーを   

切断した部分と、同じ長さだけ切断してください。 

 

Ｆ４．切断後は、切り口にヤスリをかけバリを除き、  

スムーズにスライドできるようにしてください。  

10mm 

25ｍｍ以上 25ｍｍ以上 100ｍｍ以上 

最縮時 最伸時 

オス(内筒チューブ) 
メス(外筒チューブ) 
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トラクタへの配線 

本機への配線は、トラクタへ本機を装着してから行ってください。 

警告 

● 配線は、取扱説明書をよく読んでから行ってください。 

● コネクタは確実に接続してください。ショートする恐れがあります。 

 

 重要  

・ カプラ接続部の土や汚れはきれいにふき取ってから接続してください。破損の原因になります。 

・ 長時間使用しないときはハーネスを外してください。バッテリーがあがる可能性があります。 

 

◎電源ハーネス配線方法（バッテリー接続の場合） 

１．電源ハーネスとトラクタのバッテリーを接続してください。 

まず、バッテリーのマイナス（－）コードを外します。 

次に、プラス（＋）と表示されているコードをバッテリー

のプラス（＋）へ配線します。最後に、マイナス（－）と

表示されているコードをトラクタのコードと一緒にバッ

テリーのマイナス（－）へ配線します。  

 

２．電源ハーネスは、高温部や回転部・可動部・鋭利な箇所へ

接触しないよう、トラクタフレーム等に沿わせるよう付属

のリピートタイを用いて固定してください。 

 

３．トラクタのフレーム下を通す場合は、たるまないように固

定し、運転席を経由する際は、足元で踏まれたり、ドアに

挟まれたりして配線被覆がはがれないようにしてくださ

い。 

 

４．キャビン内より本機側へハーネスを引き出す場合は、キャ

ビン後方のゴムグロメットにカッターナイフで切りこみ

を入れ、ハーネスは必ずゴムグロメットの内側を通してく

ださい。 

 

５．配線は、トラクタの３点リンクを上げ下げしても余裕があ

り、ジョイントやタイヤ等に接触しないようにしてくださ

い。 

  

切込みを入れる 

ゴムグロメット 

バッテリー 
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６．トラクタのバッテリーに配線された電源ハーネスとスイッチハーネスを接続し、 

更にスイッチハーネスと本機受信機の電源ハーネスを接続してください。 

接続したカプラは保護カバーで覆ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

● マフラーなどの高温部に近づけてハーネスを固定しないでください。熱で溶けて思わぬ事故を 

起こす恐れがあります。 

● ゴムグロメットを外して通すと、ハーネスに傷がつき、思わぬ事故をおこす恐れがあります。 

 

注意 

● 電源ハーネスを固定しないと、前輪タイヤ等に巻き込まれ、切断・ショートの恐れがあります。 

● 毎年作業開始前にヒューズの点検をし、サビ等が発生している場合はきれいにする。 

又は定期的に交換してください。動作不良の原因となります。 

 

  

６Ｐコネクタ 電源ハーネス ＤＣ１２Ｖバッテリー 

３０Ａ板ヒューズ２枚 スイッチハーネス 

４Ｐコネクタ 
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６Ｐコネクタ 

スイッチハーネス トラクタ外部電源 

電源取出しハーネス ※別売 

品番：DB19113000 

品名：ﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ（1P,ﾃﾞﾝｹﾞﾝ） 

◎電源ハーネス配線方法（外部電源取出しの場合） 

１．準備して頂いた外部電源取出しハーネスとトラクタ外部電

源を接続してください。 

 

２．電源ハーネスは、高温部や回転部・可動部・鋭利な箇所へ

接触しないよう、トラクタフレーム等に沿わせるようにし

て付属のリピートタイを用いて固定してください。 

 

３．キャビン内より本機側へハーネスを引き出す場合は、キャ

ビン後方のゴムグロメットにカッターナイフで切りこみ

を入れ、ハーネスは必ずゴムグロメットの内側を通してく

ださい。 

 

４．配線は、トラクタの３点リンクを上げ下げしても余裕があり、

ジョイントやタイヤ等に接触しないようにしてください。 

 

５．トラクタの外部電源に配線された電源取出しハーネスとス

イッチハーネスを接続し、更にスイッチハーネスと本機受

信機の電源ハーネスを接続してください。接続したカプラ

は保護カバーで覆ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重要  

・本機の作動電源はＤＣ１２Ｖです。その他の電源に接続すると破損しますので絶対に接続しないでくだ 

さい。 

・バッテリーの電圧が不足していると作動しない場合があります。 

・バッテリーの＋と－を必ず確認してから接続してください。誤って接続すると電子部品の故障の原因に

なりますので注意してください。 

・トラクタの外部電源取出しから電源を取る場合は、電源容量が４０アンペア以上ある場合のみ取出し 

可能です。※電源取出しハーネス(別売)  

４Ｐコネクタ 

切込みを入れる 

ゴムグロメット 
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◎ワイヤーハーネス（後退灯）配線方法 

１．付属のワイヤーハーネス（後退灯）を作業機灯火器用２Ｐコネクタに接続してください。  

   

２．ワイヤーハーネス（後退灯）は、高温部や回転部・可動部・鋭利な箇所へ接触しないよう、スイッチ

ハーネスとともにトラクタフレーム等に沿わせるようにして付属のリピートタイを用いて固定して

ください。 

 

３．キャビン内より本機側へハーネスを引き出す場合は、キャビン後方

のゴムグロメットにカッターナイフで切りこみを入れ、ハーネスは

必ずゴムグロメットの内側を通してください。 

 

４．配線は、トラクタの３点リンクを上げ下げしても余裕があり、ジョ

イントやタイヤ等に接触しないようにしてください。 

 

５．ワイヤーハーネス（後退灯）をトラクタ灯火器用コネクタに接続し

てください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 重要  

・本機には後退灯が装備されています。公道走行をする前にトラクタと

連動して点灯するか確認してください。 

・ハーネスの取り外しの際は、カプラ接続部の土や汚れはきれいにふき

取り、水分はエアーブローをかけるなどをして、濡れたままにしない

でください。破損の原因になります。 

・長時間使用しないときはハーネスを外してください。バッテリーがあがる可能性があります。 

また、ハーネスの端子がさびないように湿気のない場所で保管してください。 

・ワイヤーハーネス（後退灯）のコネクタＡはトラクタ側から見て上図のようになっています。トラクタ

の取扱説明書を確認し、トラクタ側のコネクタが対応していることを確認してください。対応していな

い場合はトラクタメーカー販売店にお問い合わせください。  

トラクタ灯火器用 

８Ｐコネクタ 

２Ｐコネクタ ワイヤーハーネス（後退灯） 

コネクタＡ 

（トラクタ側から見た図） 

コネクタＡ 

切込みを入れる 

ゴムグロメット 
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無線コントローラ（ｅ－ウェーブ）について 

本機は、電波通信を使用した無線コントローラ（ｅ－ウェーブ）を搭載しております。 

リモコン（送信機）と受信機の間で誤作動防止のために、付属のリモコンと受信機以外の組合せでは操作

できないようになっています。リモコンと受信機のシリアル番号が同じでなければ操作できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

Ⅰ．無線コントローラ全般 
● 無線コントローラは、日本国内の電波法に基づいて製作されております。日本国内でしか使用 

できません。 

● リモコンと受信機は、分解、改造、異なった用途では使用しないでください。正常な動作及び 

安全を保障できません。 

● 無線コントローラを使用中に、煙が出たり、異臭がしたり、操作と異なる動作をした場合、変形・

割れがある場合は、使用を中止し販売店へご連絡ください。 

● リモコン及び制御ボックスを金属で覆ったり遮ったり、また塗装したりしないでください。 

電波が届きにくくなります。 

● 受信機はカバーで覆われています。カバーを外した状態での代かきや洗浄は行わないでください。

故障の原因になります。 

 

Ⅱ．リモコン 

● リモコンをトラクタ内に放置しないでください。転がってペダルの下へ入り込むと、運転操作を 

妨げて危険です。 

● リモコンは、子供の手の届かない場所へ保管してください。 

● 精密部品ですので、落としたり、挟んだり、激しい振動を与えないでください。 

● 樹脂部品のため、ガソリン、灯油、シンナーなどの溶剤へつけないでください。割れたり、溶け

たりします。 

● 水、洗浄機で洗ったりしないでください。水に落とした場合は、ただちに拾い乾いた布で拭き、

よく乾かしてください。 

● 磁気を帯びたキーホルダーつけたり、金属系のシールなどを貼付けたりしないでください。 

電波が飛びにくくなることがあります。 

  

リモコン背面 

 シリアル No. 

受信機側面 

 シリアル No. 
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● 長期間使用しない場合は、リモコンの電池を抜き、直射日光や高温になる場所、水のかかる場所

を避けて保管してください。電池の液漏れやリモコンの防水性が低下し、故障の原因になります。 

● 直射日光の当たるトラクタのキャビン内は高温になるので、放置しないでください。リモコンの

変形などの原因になり、防水性の低下や故障の原因になります。 

● 電池の寿命は連続使用で約２０時間です。（アルカリ電池単三２本）ただし、使用頻度や環境条件

によって、使用時間は変化します。安定した作業のために、一年ごとの電池交換をお薦めします。 

● 電源ボタンを押しても、電源ランプが点灯しないまたは点滅する場合は、電池が消耗しています 

ので、電池を交換してください。 

Ⅲ．電池交換 

 リモコンの電源ボタンを押しても電源ランプが点灯し

ないまたは点滅する場合は、電池が消耗していますの

で、電池を交換してください。 

● 電池は以下のものは使用しないでください。 

1） 新しいものと古いものとの組合せ 

2） 種類のちがうもの 

● 守らないと液漏れや破裂を起こすおそれがあり、故

障やケガの原因になります。液漏れの液が体に付着

したときはきれいな水で洗い流してください。目に

入った場合は、こすらずただちにきれいな水で洗い

流し、すぐに医師へ相談し処置してください。 

● 濡れた手での交換作業は行わないでください。基盤

破損の原因になります。 

● 電池の極性を間違えて装着しても故障はしません

が、電源が入りません。再度確認し、装着し直して

ください。 

● 電池フタを開けた場合は、ネジをしっかりと締めて

ください。 

緩んでいる状態ですと、防水効果が損なわれます。 

● リモコンを水の中に落とした場合や、水がかかった

場合は、電池フタを開け内部を確認し、水が入って

いたら拭きとってください。電池フタにパッキンの

破損、変形、キズがあった場合は、交換してくださ

い。水やホコリが入り故障の原因になります。 

 

 

  

電池フタ 

パッキン 

ネジ 

電池フタ 

リモコン裏面 
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◎コントローラ電源と無線チャンネル自動選局機能について 

本機コントローラには、リモコンと受信機の通信状況を適正に保つために通信チャンネルを自動変更する 

“自動選局機能”が備わっています。この機能は、受信機の電源を ＯＮ にした時に毎回行われて周囲の電波

状態を測定し、電波障害の少ないチャンネル領域を自動で選局します。 

 

１．電源の入れ方 

①電源をバッテリーから取る場合の受信機電源操作 

トラクタに外部電源取出し(２０Ａ)がある場合 

受信機の電源はスイッチハーネスの電源スイッチカプラをトラクタの外部電源(２０Ａ)に接続するこ

とでトラクタキースイッチ連動にすることができます。トラクタキースイッチＯＮ/ＯＦＦに連動して受

信機の電源もＯＮ/ＯＦＦします。  

 

トラクタに外部電源取出し(２０Ａ)がない場合 

受信機の電源はスイッチハーネスの電源スイッチカプラ同士を接続することで電源ＯＮし、カプラを

外すと電源ＯＦＦします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重要  

・カプラ接続部の土や汚れはきれいにふき取ってから接続してください。破損の原因になります。 

・使用後は電源スイッチカプラを外してください(電源ＯＦＦしてください)。バッテリーがあがる可能

性があります。 

スイッチハーネス 

トラクタ外部電源(２０Ａ) 

接続する 

トラクタ外部電源取出しがある場合 

受信機へ 受信機へ 

接続する 

(オス・メスを接続) 

トラクタ外部電源取出しがない場合 

電源スイッチカプラ 
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②電源をトラクタ外部電源取り出し<４０Ａ>から取る場合の受信機電源操作 

メイン電源をトラクタ外部電源取出し(４０Ａ)から取り出した場合、トラクタキーＯＮ/ＯＦＦに連動して

受信機の電源もＯＮ/ＯＦＦします。スイッチハーネスの電源スイッチカプラは接続した状態にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重要  

カプラ接続部の土や汚れはきれいにふき取ってから接続してください。破損の原因になります。 

 

電源の入れ方 

    手順 1.  ハーネス中間部にある”電源スイッチカプラを接続または、トラクタ電源を 

       ONにしてください。 

                  ↓ 

 自動選局が実行されてから、受信機から「ピッピピピー」とブザーが鳴ります。 

（自動選局の機能内容は“３．無線チャンネル自動選局について（Ｐ．２６）”を参照） 

 

手順 2.   リモコン(送信機)の電源ボタンを押してください。 

        リモコンの電源ランプが点灯します。 

 

手順 3.   無線チャンネルの通信状態により、リモコンの通信エラーランプ状態が 

         変わります。 

 

         ○通信障害が無く、              △電波障害が有り、  

          チャンネル選択された場合。         通信がつながらない場合。 

          ↓                         ↓ 

   送信機電源ランプが“点灯”し、         送信機電源ランプが“点滅”し、  

   受信機ブザーが「 ピピッ 」と鳴ります。    リモコン操作を受け付けません。 

            ↓                       手順１から再操作しください。  

     操作可能状態  になります。 

トラクタ外部電源（４０Ａ） 

電源スイッチカプラ 

スイッチハーネス 

接続する 

接続する 

受信機へ 
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２．電波について 

無線通信は電波で通信を行っています。 電波は周りの電波(携帯電話等電波を発する機器)のノイズ 

影響や自然界の影響(太陽光のフレア、地核変動、磁場)のノイズや天候(雷、雨、霧、湿度が高い等の 

空気中の水分)の影響で弱まったり途切れたりする場合があり、作業機操作中に通信が途切れ、操作停止 

する事があります。この場合は機械の故障ではありません。電波状況が良いと通信は良好になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．無線チャンネルの自動選局にいて 

e-ウェーブには、外部の電波状況を測定して電波障害の少ないチャンネル（電波周波数）を自動で 

選局する機能があります。  

チャンネル選局は受信機の電源を入れる度に実行します。 

“１．電源の入れ方（Ｐ．２４）”を参照し、 電源を入れる操作を行ってください。 

下表の６種類の中からチャンネルが選局されます。 

 

作業中に以下の症状が発生する場合は、自動選局を再度行うと電波障害が解消される可能性があります。 

１．リモコンを操作中にシリンダが止まったり、動いたりを頻繁に繰りかえす場合。 

２．リモコンを操作中にシリンダが止まり、何回もリモコン操作したが動かなかった場合。 

 

 重要  

自動選局機能は、電波障害を完全に解消できることを保障するものではありません。 

 

電源を入れてから、外部の電波状況を測定します。ブザーが “ピッピピピー”と 約１秒後鳴る場合は、 

現在選局されたチャンネルが良好です。 通信環境が悪い場合は選局が実行され、約１２秒後にブザーが 

鳴り、自動選局が完了しブザー音が鳴ります。 

  

チャンネル種類番号 コントローラ内部チャンネル番号 電波周波数（GHz） 選局の優先順位 

１ ０ 2.405 ２位 

２ ４ 2.425 ３位 

３ ６ 2.435 ４位 

４ １０ 2.455 ５位 

５ １３ 2.470 ６位 

６ １５ 2.480 １位 
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リモコン各部の名称と操作方法 

① 電源ボタン 

 リモコンの電源の入／切を行います。 

「電源」を押すと電源が入り、電源ランプが点灯し、受信機

に電源が入っているとブザーが「ピピッ」と応答し、動作待

機状態になります。「電源」をもう一度押すと電源ランプは

消灯し、電源は切れます。 

リモコンの電源を切り忘れてもオートパワーオフ（自動電源 

切り）機能を搭載しておりますので、ボタン無操作から３分

経過すると自動で電源が切れます。 

 

② 電源ランプ 

 電源が入ると点灯します。電源が切れると消灯します。 

 電源ランプが点滅している場合は、電池残量が少なく 

 なっていますので電池の交換をしてください。 

 

③ 折りたたみ切替ボタン 

 ハロー本体とサイドレベラーの左右動作切替ができます。 

『左右両側』→『右』→『左』の順に切り替わります｡ 

  

④ 折りたたみ切替確認ランプ 

 ③ 折りたたみ切替ボタンで選択した方を示すランプです。 

 ランプが点灯している方の開閉動作が可能です。 

 

⑤ ハロー本体作業位置選択ボタン 

 ハロー本体の開閉動作を行います。 

 詳しくは“マックスハローの開閉方法（Ｐ．２８）”を参照してください。 

 

⑥ サイドレベラー作業位置選択ボタン 

 「たたむ」を押すと、サイドレベラーを畳みます。 

 「ひらく」を押すと、サイドレベラーが開きます。 

詳しくは“◎サイドレベラーの操作方法（Ｐ．３４）”を参照してください。 

  

⑦ レベラー姿勢選択ボタン 

土寄せ、代かき姿勢の変更、レベラーの加圧設定を調整できます。 

詳しくは“レベラーの操作方法（Ｐ．３１）”を参照してください。 

 

⑧ 通信エラーランプ 

操作中通信エラーランプが点滅している場合は、電波通信できない状態にあります。受信機の電源が

入っているか確認してください。電源が入っている場合はリモコンの位置をずらしたり受信機に近付

けたりして再び操作してください。  

② 

④ 

⑧ 

 

① 

⑤ 

④ 

③ 

⑦ 

⑥ 
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マックスハローの開閉方法 

警告 

● 開閉操作を行う際は、必ず作業機をトラクタに装着した状態で行ってください。 

トラクタに装着しないと、バランスを崩して作業機が転倒し、死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 傾斜地や田圃の中などの、足場の悪い場所で開閉作業をしないでください。 

足をとられて転倒し、重大な死傷事故を起こす恐れがあります。 

● トラクタの駐車ブレーキを、確実にかけて開閉作業をしてください。 

守らないと、トラクタが急に動いて、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

 ● 開閉操作を行う際は、ＰＴＯクラッチを切にして行ってください。 

● 折りたたみ操作中は、周りに人や障害物がないことを確認し、人など近づけないで作業してくだ

さい。近くにいると、体を挟んだりぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

 ● 折りたたみ操作中、人が近づいてきて危険な状態になった時は、トラクタの油圧操作レバーを 

離し、折りたたみを停止させてください。 

● 操作が終わりましたら、リモコンの電源を切ってください。守らないと誤操作したときに、 

思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 
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◎折りたたみ操作方法（開→閉） 

１．トラクタの油圧昇降レバーを操作して、折りたたみ動作をしても

地面に当たらない高さまで浮かせてください。（ローター下端が

地上２０ｃｍ以上） 

 

２．リモコンの電源ボタンを押し、リモコンの電源を入れてください。 

 

３．【折りたたみ 切替】ボタンで、折りたたむサイドフレームを選択

してください。「右」「左」のランプが点灯している側のフレーム

が動作します。「右」「左」両方が点灯していると左右同時に動作

します。 

 

４．リモコンの【ハロー本体】の『たたむ』ボタンを２秒長押しする

と「ピッ ピッ ピッ・・」と連続音が鳴り、第２レベラーが土

寄せ位置に動作し始めます。 

第２レベラーが動作し始めたら、ボタンから指を離してください。

機体はそのまま動作を続けます。 

第２レベラーが土寄せ位置になるとブザー音が変化し、「ピー 

ピー ピー・・」と鳴ります。 

この音に変わりましたら、外部油圧取出し用コントロールレバー

を吐出側へ操作してください。折りたたみ動作を開始します。 

動作完了まで油圧レバーを操作してください。 

 

５．一定時間が経過すると、ブザー音が止まり、操作ができなくなり

ます。たたみきれていない場合は「４」の操作を再度行ってくだ

さい。 

 

６．作業後はリモコンの電源を切ってください。 

 

 重要    

・移動・作業をする場合、必ず本体をたたみきってください。作業機

を破損させる恐れがあります。 

・折りたたみ操作をする場合、必ず機体を地上２０ｃｍ以上浮かせて

から操作してください。作業機を破損させる恐れがあります。 

 

 参考  

・折りたたみ完了後、レベラーは自動で代かき姿勢に戻ります。 

・たたむ動作中に『たたむ』ボタンを押すと、動作を停止します。 

  

20cm以上 

ランプ ランプ 
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◎折りたたみ操作方法（閉→開） 

１．トラクタの油圧昇降レバーを操作して、折りたたみ動作をしても

地面に当たらない高さまで浮かせてください。（ローター下端が

地上２０ｃｍ以上） 

 

２．リモコンの電源ボタンを押し、リモコンの電源を入れてください。 

 

３．【折りたたみ 切替】ボタンで、折りたたむサイドフレームを選択

してください。「右」「左」のランプが点灯している側のフレーム

が動作します。「右」「左」両方が点灯していると左右同時に動作

します。 

 

４．リモコンの【ハロー本体】の『ひらく』ボタンを２秒長押しする

と「ピッ ピッ ピッ・・」と連続音が鳴り、第２レベラーが土

寄せ位置に動作し始めます。 

第２レベラーが動作し始めたら、ボタンから指を離してください。

機体はそのまま動作を続けます。 

第２レベラーが土寄せ位置になるとブザー音が変化し、「ピー 

ピー ピー・・」と鳴ります。 

この音に変わりましたら、外部油圧取出し用コントロールレバー

を吐出側へ操作してください。折りたたみ動作を開始します。 

動作完了まで油圧レバーを操作してください。 

 

５．一定時間が経過すると、ブザー音が止まり、操作ができなくなり

ます。フックがかかるまで開ききれていない場合は「４」の操作

を再度行ってください。フックがかかりきると、フック下面とカ

バーの縁が平行になります。 

 

６．作業後はリモコンの電源を切ってください。 

 

 重要   

・展開して作業をする場合、必ずフックがかかるまで開く操作を行っ

てください。作業機を破損させる恐れがあります。 

・第２レベラーの連結部に土が詰まる場合はこまめに取り除いて使用

してください。そのまま使用すると第２レベラーに負荷がかかり、

フリーロックユニットを破損させる恐れがあります。 

・折りたたみ操作をする場合、必ず機体を地上２０ｃｍ以上浮かせて

から操作してください。作業機の破損させる恐れがあります。 
 

 参考  

・折りたたみ完了後、レベラーは自動で代かき姿勢に戻ります。 

・開く動作中に『ひらく』ボタンを押すと、動作を停止します。  

フック ピン 

平行 

土を取り除く 

20cm以上 

第２レベラー連結部 

（サイド側） 

ランプ ランプ 

 

 

 

フックがかかっていない 

フックがかかっている 
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レベラーの操作方法 

警告 

● レベラー操作を行う際は、人など近づけないで作業してください。近くにいると、手を挟んだり

ぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

● 操作が終わりましたら、リモコンの電源を切ってください。守らないと誤操作したときに、 

思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

◎代かき姿勢への操作方法（土寄せ→代かき） 

１．トラクタの油圧昇降レバーを操作して、第２レベラーが 

地面に接地しない高さまで浮かせてください。 

 

２．リモコンの電源ボタンを押し、リモコンの電源を入れて 

ください。 

 

３．【レベラーしせい】の『代かき/加圧』ボタンを２秒長押し

すると、「ピー ピー ピー・・」と連続音が鳴り、第２

レベラーが代かき位置に動作し始めます。第２レベラーが

動作し始めたら、ボタンから指を離してください。 

ボタンを押し続けるとレベラーに加圧がかかりますので

注意してください。 

動作が完了すると「ピピッ」と音が鳴り、音が止まります。 

切替表示部の目盛が代かき位置になっているか確認して

ください。 

 

３．作業後はリモコンの電源を切ってください。 

 

 重要   

畦際を作業するときは、畦側のサイドレベラーを折りたたん

でください。サイドレベラーを破損させる恐れがあります。 

操作は、“◎サイドレベラーの操作方法（Ｐ．３４）”を参照

してください。 

  

切替表示部（代かき位置） 
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◎土寄せ（土引き）姿勢への操作方法（代かき→土寄せ） 

１．トラクタの油圧昇降レバーを操作して、土寄せ姿勢になっ

ても地面に当たらない高さまで浮かせてください。（ロー

ター下端が地上２０ｃｍ以上） 

 

２．リモコンの電源ボタンを押し、リモコンの電源を入れてく

ださい。 

 

３．レベラーが代かき位置（加圧なし状態）にあることを確認

し加圧状態にある場合は、代かき位置にしてください。 

 

４．【レベラーしせい】の『土よせ/減圧』ボタンを２秒長押し

すると、「ピー ピー ピー・・」と連続音が鳴り、第２

レベラーが土寄せ位置に動作し始めます。第２レベラーが

動作し始めましたら、ボタンから指を離してください。 

動作が完了すると「ピピッ」と音が鳴り、音が止まります。 

切替表示部の目盛が土寄せ位置になっているか確認して

ください。 

 

５．作業後はリモコンの電源を切ってください。 

 

 参考  

・土寄せ位置ではサイドレベラーを開くことができません。 

・土寄せ姿勢への操作を行うと、サイドレベラーを自動で折り

たたみます。 

・レベラーに加圧がかかっている場合、一度代かき位置（加圧

なし）にしてください。 

操作は“◎レベラー圧の調整方法（Ｐ.３３）”を参照してく

ださい。 

   

 重要   

・土寄せ作業は、必ず前進作業で行ってください。 

・土寄せの状態で後進すると、作業機の破損につながりますの

で、絶対にバックしないでください。 

・土寄せ姿勢にする場合、必ず機体を地上２０ｃｍ以上に浮か

せてから操作してください。作業機を破損させる恐れがあり

ます。 

切替表示部（土寄せ位置） 

 

20cm以上 
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◎レベラー圧の調整方法 

本機のレベラーは、バネの圧力で土を均平に押さえています。

土質に合わせてバネ圧を調整してください。 

目安として、レベラーの脇から土が出ない程度にしてください。 

土質の重い粘土質などは、レベラーへ圧力を加えます。 

反対に、黒ボク等の軽い土質の場合は、レベラーの圧力を軽減

させます。 

 

調整方法 

１．リモコンの電源ボタンを押し、リモコンの電源を入れてく

ださい。 

 

２．レベラーが代かき姿勢になっていることを確認してくださ

い。土寄せ姿勢の場合は代かき姿勢にしてください。 

 

３．【レベラーしせい】の『代かき/加圧』ボタンを押すと、押

した分だけレベラーに圧がかかるようになります。（加圧） 

加圧状態のとき【レベラーしせい】の『土よせ/減圧』ボ

タンを押すとレベラーにかかる圧力が減ります。（減圧） 

切替表示部のゲージを参考に圃場状態に合わせてお使い

ください。 

 

４．作業後はリモコンの電源を切ってください。 

 

 参考  

・作業終了時はスプリング部分の土を洗浄しレバーがスムーズ

に動く状態にしてください。 

・土寄せ姿勢から【レベラーしせい】の『代かき/加圧』ボタ

ンを押し続けると、加圧最大まで動作します。 

・加圧状態から【レベラーしせい】の『土よせ/減圧』ボタン

を長押しすると代かき状態（加圧なし）まで減圧されます。 

加圧状態から土寄せにしたい場合は、代かき位置まで操作し

た後、ボタンから一度指を離し、再度２秒ほど『土よせ/減

圧』ボタンを押してください。 

・加圧の調整目安は“◎上手な作業のしかた（Ｐ.４０）”を参

照してください。  

切替表示部 

スプリング 

調圧ユニット 
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◎サイドレベラーの操作方法 

１．リモコンの電源が入っていることを確認してください。 

 

２．【折りたたみ切替】ボタンを押して、動作させるサイドレベラーを

選択してください。 

「右」「左」のランプが点灯している側のサイドレベラーが動作し

ます。「右」「左」両方が点灯していると左右同時に動作します。 

 

３．【サイドレベラー】の『たたむ』または『ひらく』ボタンを押すと、

ブザーが鳴りながら動作します。動作が完了するまで（ブザー音が

止まるまで）ボタンから指を放さないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  

・土寄せ位置ではサイドレベラーを開くことができません。 

・本体が開ききっていないとサイドレベラーを開くことはできません。 

 

 重要   

『たたむ』または『ひらく』操作はブザー音が鳴りやむまでボタンから指を離さないでください。 

 作業機が破損する恐れがあります。 

 

  

ランプ ランプ 
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ワイパーブレード(タイヤ跡消し板)の調整 

●ワイパーブレードの展開・格納（図は左側ワイパーブレード） 

１．ワイパーブレードを格納状態に固定しているパイプロックピンを抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ワイパーブレードをハンドルが真横を向く位置まで回転し、展開状態にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．展開状態固定穴と真ん中の調整穴高さを合わせ、「１」で抜いたパイプロックピンで固定してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  

 スタンド組立時に干渉する場合や移動時に格納状態にしたい場合は、逆の手順にて行ってください。 

 

 重要   

梱包時は格納状態で組み付けられています。作業するときは、展開状態にしてください。 

作業機を破損させてしまう恐れがあります。  

パイプロックピン 

側面視 

ハンドル 

展開状態 格納状態 

パイプロックピン 

側面視 正面視 

調整穴(３段階) 

展開状態 

固定穴 
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Ｍ１２ボルト 

２本を緩める 

●幅(横)方向の調整 

外側ワイパーブレードはＭ１２ボルト２本で固定しています。トラクタ後輪の外面にワイパーブレード

端部を合わせて作業を行ってください。圃場の条件・後輪幅に応じて、取付位置の調整が必要です。 

調整が必要な場合は、Ｍ１２ボルトを１９ｍｍスパナ２本で緩め、ブレードの位置を調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  

 内側ワイパーブレードは固定式になっています。 

 

 重要   

調整する際に緩めたＭ１２ボルトは、しっかりと締め付けてから作業を行ってください。 

作業機の破損につながります。 

 

●深さ(高さ)方向の調整 

 標準取付位置は調整穴の真ん中です。圃場の条件・後輪幅に応じて、取付位置を調整してください。 

 外側ワイパーブレードは、パイプロックピンで固定しています。 

パイプロックピンを抜き、調整穴（３段階）を固定位置に合わせて深さ調整してください。使用しない

場合は未使用時の穴位置に合わせて固定してください。 

内側ワイパーブレードは、Ｍ１６ボルト２箇所で固定されており、ブレード深さ３段階調整が可能です。

使用しない場合は取り外してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重要   

耕盤が浅い場合はワイパーブレードを深く入れないように調整してください。 

作業機の破損につながります。 

調整穴(３段階) 

未使用時 

組付け穴 
パイプロックピン 

固定位置 

外側ワイパーブレード 内側ワイパーブレード 

調整穴(３段階) 

Ｍ１６ボルト２箇所 

固定位置 
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折りたたんでの移動時の注意 

警告 

● 道路走行中は、左右のブレーキを必ず連結してください。 

  守らないと、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

● 道路走行時は、前輪・倍速装置を解除してください。 

  守らないと、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

● 急発進・急旋回は、絶対にしないでください。 

トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

● スピードを出しての旋回は、絶対にしないでください。 

遠心力によってトラクタが転倒し、死傷事故につながる恐れがあります。 

 ● 坂道や傾斜面の途中での、ギヤチェンジやクラッチ操作は、しないでください。 

   守らないと、暴走し死傷事故につながる恐れがあります。 

● 斜面走行は、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

本機を装着した場合、ロータリ装着時より左右の転倒角が小さくなります。 

傾斜勾配が大きい場所は、絶対に走行しないでください。 

● 圃場の出入りは、等高線上に対して直角に出入りしてください。トラクタが転倒して、死傷 

事故につながる恐れがあります。 

● 後方視界がロータリ装着時に比べ見えにくくなっています。 

後進時は特に注意し、トラクタから降りて、後方を確認してから、後進してください。 

  守らないと、死傷事故につながります。 

 ● 対向車を避ける場合や、道幅が狭い場所は、路肩に寄り過ぎないようにしてください。 

   守らないと、路肩がくずれ転倒し、死傷事故につながる恐れがあります。 

 ● 道路走行時は、片手運転をしないでください。 

   守らないと、危険回避の操作が遅れて、死傷事故につながる恐れがあります。 

 ● 道路走行時は、作業機を必ず折り畳んでください。守らないと、死傷事故につながります。 

 

注意 

 ● 凹凸道路や上り坂の走行は、車速を遅くしてください。レベラーが上下に揺れ破損する恐れが 

あります。 

● トラクタの前輪が浮く場合は、フロントウェイト等を取り付けてください。トラクタの前輪が 

浮いてしまい、危険な状態になることがあります。 

 ● トラクタに作業機を装着した状態でトラックへ積載する際は、レベラーが上下に揺れないように

固定するなどしてください。レベラーの破損につながる恐れがあります。 

 ● 道路走行時は作業機を必ず折りたたんでください。守らないと法令に違反します。 

 

 重要   

走行時は作業機を必ず折りたたんでください。作業機を破損させてしまう恐れがあります。 
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運転及び代かき作業について 

本機は、圃場に合わせて３通りの作業方法が出来ます。 

状況に応じて選択し作業を行ってください。 

１．全面作業 

通常作業で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

２．片側作業 

畦際等での作業で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

３．センター作業 

変形圃場（三角田など）で使用します。 
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◎上手な作業のしかた 

１．耕耘作業は、一定の深さで平らに、残耕のないようにしてください。 

水は、代かき作業の１日以上前に入れておくと、きれいに仕上げることができます。 

 

２．土壌条件によって異なりますが、水量は少なめの方が泥の流れが少なくなり、きれいに仕上がります。

但し、水量が少なすぎると、泥の抵抗が大きくなります。逆に水量が多すぎると、稲ワラ等が浮き、

泥の移動が発生し、均平度が悪くなります。 

 

３．水持ちの良い圃場では砕土しすぎると、圃場が酸欠状態になります。代かき深さを浅くして、作業し

てください。 

 

４．水持ちの悪い圃場では、代かき深さを深くし、砕土が十分されるように作業します。 

休耕田等を復田する場合は、高低差の付いた圃場面を均平にし、代かき深さを深くし、十分砕土を 

行って代かきしてください。 

   

５．ロータリーカバーの上面が、水平になるようにトッ

プリンクで、調整してください。トップリンクを縮

めると前側に傾き、伸ばすと後ろ側に傾きます。 

調整後、ロックナットで確実に固定してください。 

 

 参考  

トップリンクの調整は、３点リンクを下げて、 

本機を一旦地面に下ろすと、調整しやすいです。 

 

警告 

● 調整する際は、トラクタのエンジンを停止し、調整してください。 

守らないと体を挟んだりぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

 

６．作業速度は、２．５～４．０ｋｍ／ｈが標準です。ほ場条件によっては５．５ｋｍ／ｈでも作業で 

きます。 

  ＰＴＯ回転数は１速５４０ｒｐｍですが、圃場によってはＰＴＯ２速でも使用可能です。 

 

７．オートロータリが付いていると、一定した代かき深さで 

作業できます。 

付いていない場合は、油圧レバーで代かき深さを調節し、

作業します。 

 

８．標準作業深さの目安は右図の範囲になります。 

両端のフロントウェーブガードを参考にしながら、圃場の

状態に合った深さに調整して代かきをしてください。  

トップリンク 

ロータリーカバー 

水平 

7cm 

ロックナット 

水面 

深い 

浅い 

標準 

フロントウェーブガード 
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９．稲わらのすき込み性や整地性をよくしたい場合は、加圧量を変化させるときれいに仕上がります。 

土を引きずりすぎる場合は、加圧を弱めにしてください。圃場条件によって加圧を調整し、加圧量は

徐々に変化させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．圃場にタイヤ跡が残る場合は標準装着位置から一段階下げてください。それでもタイヤ跡が残る 

場合は、仕上がり状態を確認しながらトラクタの昇降レバーで機体を下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土がブレードの脇からあふれる場合は土量が多い状態です。ワイパーブレードを浅めにするときれい

に仕上がります。 

 

 

 

 

 

  

上げる 上げる 

土質
水分量

1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 2
1 1 1 1 2 3
1 1 1 2 3 4
1 1 2 3 4 5
1 2 3 4 5 5

多い

少ない

軽い 重い

加圧目安表 

切替表示部 

1 

5 

1 5 

調圧ユニット 

下げる 下げる 

 重要   

ワイパーブレードを深く入れすぎると、機体の破

損につながります。耕盤が浅い場合はワイパーブ

レードを深く入れないように調整してください。 
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◎作業上の注意 

１．ＰＴＯクラッチの接続は、エンジン回転数を必ず下げた状態で接続し、序々に回転数を上げて

ください。 

２．異音が発生した場合は、直ちにＰＴＯクラッチを切り、エンジンを停止してから点検・処置し

てください。詳しくは“トラブルの原因と処置方法（Ｐ．４７）“を参照しください。 

３．作業中、３点リンクで作業機を上昇させた際は、ＰＴＯを停止させてください。 

４．運転者が運転席を離れる時は、必ずエンジンを停止し、駐車ブレーキをかけてください。 

５．作業中、補助作業者はできるだけ機械から離れて、作業してください。 

（機械に人を近づけないこと） 

６．インディペンデントＰＴＯの場合、折りたたみ操作前には必ずＰＴＯクラッチを切るようにしてくだ

さい。 

  重要  逆転 PTOは使用しないでください。本体が破損する恐れがあります。 

 

警告 

● 本機を装着すると、前後バランスが変わります。 

発進時・登坂時トラクタの前輪が浮く場合は、フロントウェイトを取り付けてください。 

● 作業中は作業機に、人を近づけないでください。 

特に、子供に注意してください。思わぬ事故につながる恐れがあります。 

● エンジンを停止するとき、必ず作業機を下ろしてから停止してください。 

エンジン始動時に、作業機が急に下がることがあるので危険です。 

● ２人以上で作業をする場合は、お互いに合図をして、確認し合って作業してください。 

特にトラクタのエンジンをかける時や、エンジンが作動している間は、十分注意してください。 

● からみついた草等を取る場合は、トラクタのエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたままですと、巻き込まれてケガをします。 

● 点検整備をする場合は、平坦な場所でエンジンを停止して行ってください。 

トラクタが動きだして、ケガをする恐れがあります。 

● 格納は平坦な場所に、保管してください。 

特にキャスターを付けていると、動きだしてケガをする恐れがあります。 

● 適応トラクタの範囲内で、使用してください。 

適応範囲内のトラクタでも、発進時・登坂時にトラクタの前輪が浮き上がる場合は、フロント 

ウェイトを装着してください。 

思わぬ事故を、引き起こす恐れがあります。 

● 圃場から出るときに、前輪が浮き上がる場合は、転倒する恐れがあるので、無理をせずに 

後退で出てください。 

その後、フロントウェイトを、装着してください。 
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◎使用時の禁止事項について 

 本機の性能を十分に発揮して使用していただくために、次の内容は絶対に行なわないようにお願いいた

します。 

 

１．畦乗せの禁止 

畦際から代かきをするときは、レベラー（整地板全体）を畦に

乗せないでください。 

レベラーリンクなどがロックして、第１レベラーのねじれる

原因となり、代かきが均平になりません。 

第１レベラーを畦に乗せない位置から代かきを開始するよ

うにし、第１レベラーがねじれないように注意してください。 

 

２．代かき姿勢の後傾禁止 

作業状態で、極端な後傾（前上がり）での深い代かき作業は、

しないでください。 

耕盤の凹凸が大きい圃場などは、畦乗せと近い状態になる 

場合があります。 

  また、ロータリーカバーの後端で泥を引きずり、均平になり

ません。 

  圃場の仕上がりへの影響や、機械の破損につながりますので、

注意してください。 

 

３．畦への衝突注意 

畦際や枕地で、畦にぶつけるような作業をしないでください。 

  サイドのロータリーカバーや第１レベラー、第２レベラーに

力がかかり、変形する場合があります。 

特に、コンクリート畦畔の畦際作業や、フルクローラトラク

タでの旋回、高い畦際（土手など）のバックでの位置合わせ

などは、注意してください。 

 

４．地上近くでの操作禁止 

地上や畦付近で、リモコン操作を行わないでください。 

土寄せユニットのシリンダに負荷がかかり、破損する恐れが

あります。 

トラクタの３点リンクを上げて十分な地上高を確保してか

ら、折りたたみやレベラー操作を行ってください。 

 

５．３点リンク急落下禁止 

３点リンクの落下速度は適正な速度に調整し、作業を行って

ください。早すぎる場合、機械の破損につながりますので、

注意してください。  
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廃油口（Ｍ１２ボルト）  

給油口（キャップ）  

保守管理について 

◎作業シーズン中 
 作業終了後、水洗いをしてボルト，ナット，ピン類の緩み，脱落を確認・補充をし、給油・注油して 

ください。 

ただし、無線コントローラは電子部品を使用していますので、水濡れ厳禁です。 

雨ざらしや洗浄機・水道ホース等での水洗いはしないでください。 

詳しくは“無線コントローラ（ｅ－ｗａｖｅ）について（Ｐ．２２）”を参照してください。 

 

警告 

● 洗浄する時は、トラクタのエンジンを停止してください。 

守らないと、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

◎作業シーズン終了後 
 水洗い・乾燥・補修塗装・給油・塗油等を行い、破損部品・脱落部品がある場合は、早めに部品交換・

修理を行ってください。その後、湿気・埃がなく平坦で安全な場所に安定させて保管してください。 

 送受信機の電源は、必ず切ってください。 

 本機から外す際は、必ず電源を切ってから、コネクタを外してください。 

 

◎オイル交換及びグリース注油について 

給油・廃油場所は、下記の通りです。 

 

１．オイル交換は、下表の通り実施してください。 

ミッションケース １．５㍑ 

チェーンケース ０．５㍑ 

注１．ギヤオイルは、＃８０か＃９０をご使用ください。 

注２．１回目の給油は、使用後２０時間目、２回目以降は１００時間を目安に交換してください。 

 

○ミッションケース（１．５㍑）     ○チェーンケース（０．５㍑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

給油口（キャップ）  

廃油口（Ｍ１０ボルト）  

裏側（ローター側）  
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 重要   

・給油忘れがないよう、一ヶ所ずつ確実に給油してください。 

・給油が終わったら、必ず作業後の点検（オイルもれ、ボルト、シールワッシャ組付け忘れ、締め込み忘

れなど）を行ってください。 

守らないと、ツメ軸部を破損する場合や、圃場にオイルが飛散する場合があります。 

 

２．下記部品にグリースを適量注油、塗布してください。 

 ○ユニバーサルジョイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○折りたたみ支点部とリンク支点部 (左右) ※図は左側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ロータエンド（左右）※図は左側 

  フロントウェーブガードを外す 

 

 

  

グリースニップル 

カバー・キャップを外してグリース注入 

カバー 

スプライン部 

グリースニップル グリースニップル 

スプライン部 

チューブ 
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３．フック支点部、ワイパーブレード支点部に適量のオイルを注油してください。(左右)※図は左側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．調圧ユニットのレバー可動部と第１レベラーバネ部へグリースを適量塗布してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図は左サイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎廃油処理について 

 オイル交換で出た廃油は、河川や下水道・溝・空地などには、絶対に捨てないでください。 

 環境汚染につながります。 

 廃油の処分方法については、販売店にご相談ください。  

オイル  

バネ 

レバー可動部 

バネ 

調圧ユニット 調圧ユニット 

第１レベラーバネ部 第１レベラーバネ部 第１レベラーバネ部 

オイル  
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◎ツメ交換について 

１．ツメの交換時期は、ツメの幅に対して約半分摩耗していましたら、

交換の目安となっております。（ＣＫツメには交換目安の切欠き

があります。切欠きまで摩耗が達していたら交換時期です） 

 

２．ツメの交換は、平坦で安全な場所で、トラクタの車止めをして 

から行なってください。 

 

３．本機の落下防止のため、油圧ストップバルブを完全に閉めて 

ロックしてください。 

 

４．ツメの交換は回転バランス上、全数交換をしてください。 

 

５．交換作業は取り外し、取り付けを１本ずつ行なってください。  

 

ツメ型 Ｌ型 Ｒ型 １型 ２型 ３型 ４型 ５型 

商品コード PBS2731000 PBS2732000 PS12731000 PS12732000 PS12733000 PS12734000 PBZ27250000 

形 

状 

略 

図 

 

 

 

  
 

 

 

   
  

 

刻  印 CK03L CK03R TP42L TP42R TP42SL TP42SR TP42SCR 

数量 ３５ ３５ ３ ３ ５ ３ ２ 

 

本図はツメを略図で示し、作業機を後方から見て進行方向に対して左右を表しています。 

左側 右側 

 

 

 

 

 

 

 

 

締付トルク：１００Ｎ・ｍ  

刻印位置 

切欠き 

２型 ２型 ３型 

４型 ５型 L型 L型 L型 

R型 ２型 R型 R型 ３型 

１型 １型 １型 ３型 ４型 ４型 

５型 
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トラブルの原因と処置方法 

本機側一覧 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

ジ
ョ
イ
ン
ト 

異音発生 ヨーク部のグリース不足 グリース給油 ○ ○ 

ジョイント鳴り ジョイントに角度が付き

すぎている 

３点リンクの上げ規制 

(リフトロッドの穴位置変更) 

(トップリンクの穴位置変更) 

○ ○ 

ハローの上げすぎ 

振動発生 ジョイントの取付けが逆 広角側がトラクタ側になるよ

うにする 
○ ○ 

チューブのラップ量不足 長いジョイントへ交換 ○ ○ 

最上げ時のジョイント角

度のつきすぎ 

トップリンクで調整して振動

がなくなるようにする 
○ ○ 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス 

オイル漏れ オイルシールの損傷 オイルシール交換 × ○ 

廃油口のシールの劣化 シール座金の交換 ○ ○ 

締付けボルトの緩み ボルトの増締め ○ ○ 

異常発熱 オイル量不足 オイル補給 ○ ○ 

オイルシールの損傷によ

るオイル漏れ 

オイルシール交換 
× ○ 

ローターの空回

り 

シャフトの切損 シャフトの交換 
× ○ 

チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス 

オイル漏れ フローティングシールの

摩耗 

フローティングシールの交換 
× ○ 

パッキンの切損 パッキン交換 × ○ 

カバー取付けボルトの緩

み 

ボルトの増締め 
○ ○ 

ローターの空回

り 

チェーンの切損 チェーンの交換 
× ○ 

異音発生 テンションバネの破損 テンションバネの交換 × ○ 

スプロケットの損傷 スプロケットの交換 × ○ 

軸端ボルトの緩み ネジロック剤塗り直しによる

締付け 
× ○ 

ロ
ー
タ
ー 

振動の発生 

振動の増大 

代かき爪の折れ 爪交換 

品番はＰ.４６を参照 ○ ○ 

残耕の発生 代かき爪の折れ・摩耗 

均平不良 

タイヤ跡が残る 

代かき爪の配列が合って

いない 

爪配列の確認 

入れ替え 
○ ○ 
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電装品関係一覧 

 

 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

ロ
ー
タ
ー 

均平不良 代かき深さが浅い 油圧レバー及び、耕深ダイヤ

ルを調整し深めに作業する 
○ ○ 

タイヤ跡が広い・深い ワイパーブレードの調整 ○ ○ 

整
地
板
・
レ
ベ
ラ
ー 

連結不良 レベラー連結部内側へ

の、泥や草の巻付 

泥・草の除去・掃除 
○ ○ 

 ブッシュの摩耗 ブッシュの交換。 

 PS14167000  

 ﾌﾞｯｼｭ(ｽﾗｲﾄﾞ)  

○ ○ 

レベラー取付ボルトの摩

耗 

レベラー取付ボルトの交換 

 PCG4214000  

 ﾚﾍﾞﾗｰﾄﾘﾂｹﾎﾞﾙﾄ C  

○ ○ 

畦のせや畦にぶつけるこ

とでサイドの第１レベラ

ーのねじれ現象による、

連結部の位置ずれ 

軽微なねじれは修正 × ○ 

大きなねじれは交換 

パーツリストを参照 ○ ○ 

折
り
た
た
み 

開閉できない 

開閉動作が遅

い 

トラクタの油圧作動油不

足 

作動油の補充 
○ ○ 

油圧カプラが違う カプラのオス・メスを同じメ

ーカーの適合するものに交換 
× ○ 

油圧回路で目詰まりして

いる 

洗浄もしくは交換 
× ○ 

トラクタの外部油圧取り

出しへの接続間違い 

正しい位置に接続 
○ ○ 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

リ
モ
コ
ン 

電源が入るの

に、動かない 

選択ボタンを押す時間が

短い 

２秒以上押す 

※サイドレベラーと加圧操作

のみ０．５秒以上押す 

○ ○ 

他のボタンが同時に押さ

れている 

再度電源を入れ直す 
○ ○ 

リモコンの向きがハロー

の方へ向いていない 

ハローの受信機へ向けて操作

する 
○ ○ 

水濡れによる作動不良 

電池フタ締め付け不良に

よる水の浸入 

水を拭き取り、よく乾かす 

○ ○ 

リモコンと受信機が違う 

シリアル番号が違う 

リモコンの交換 
× ○ 



49 

 

  

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

リ
モ
コ
ン 

電源が入らない 電池の極性方向の入れ間

違い 

電池の入れ直し 
○ ○ 

リモコンの電源量がない

又は、少ない 

電池交換 
○ ○ 

電池が新しいものと古い

ものが入っている 

新しい電池へ交換 
○ ○ 

種類の違う電池が入って

いる 

同じ種類の電池へ交換 
○ ○ 

受
信
機 

電源が入るの

に、動かない 

金属で遮られていて、電

波が届いていない 

(通信エラー) 

リモコンの位置を変えて操作

をする 
○ ○ 

金属物を取り除く ○ ○ 

基盤の故障 受信機の交換 × ○ 

電源が入らない バッテリーの充電が足り

ない 

バッテリーの充電 
○ ○ 

バッテリーが古い バッテリーの交換 ○ ○ 

電源コードの断線又は、

コネクタが抜けている 

断線部の結線及び、コネクタ

の差し直し 
○ ○ 

配線のショートによる 

ヒューズ切れ 

配線の点検とヒューズの交換 ○ 

ヒューズ 

交換 

○ 

基盤の故障 受信機の交換 × ○ 

電
動
フ
リ
ー
ロ
ッ
ク 

フリーロックシ

リンダの作動異

常 

フリーロック作動部に異

物が詰まっている 

点検し、詰まりの原因を取り

除く 
○ ○ 

配線の断線又は、コネク

タが抜けている 

断線部の結線及び、コネクタ

の差し直し 
○ ○ 

サイドのフリー

ロックシリンダ

の作動異常 

本体が閉じている 本体を開いてから操作する 

○ ○ 

電
動
サ
イ
ド
レ
ベ
ラ
ー 

サイドレベラー

モータの作動異

常（動かない） 

作動部に異物が詰まって

いる 

点検し、詰まりの原因を取り

除く 
○ ○ 

配線の断線又は、コネク

タが抜けている 

断線部の結線及び、コネクタ

の差し直し 
○ ○ 

本体が閉じている 本体を開いてから操作する ○ ○ 

第２レベラーが土寄せ姿

勢になっている 

代かき姿勢、または加圧状態

にしてから操作する 
○ ○ 
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主要諸元 

●ハロー諸元 

型式 ＭＡＸ４４５ＨＡ 

機体寸法 

全長 ｍｍ  １１７０ 

全幅 ｍｍ  
作業時 ４５７０ 

格納時 ２４９０ 

全高 ｍｍ  ９９０ 

質量 ｋｇ  

０Ｌ ７５０ 

３Ｌ ７８０ 

４Ｌ ７８５ 

適応トラクタ ｋＷ  ４４．１～５８．８ 

（６０～８０）  （ＰＳ） 

作業幅 ｍｍ  
展開時 ４４００ 

折りたたみ時 ２３１０ 

作業速度 ｋｍ／ｈ  １．８～５．５ 

作業能率 分/１０ａ  ３～８ 

 

 

●無線リモコン 

無線装置 総務省技術適合基準取得品使用 

電波仕様 周波数：２.４ＧＨｚ帯域 

通信方式：双方向通信（リコモンと受信機１対１のみ動作） 

最大出力：１ｍＷ以下 

電波到達距離：障害物なし見通し約１５ｍ 

電波環境悪化時：通信遮断で動作停止（作業機の陰、トラクタ前の陰） 

リモコン電池 

 

使用電池：単三２本（アルカリ電池推奨） 

電池寿命：連続使用で約２０時間（電源ランプ点滅時：電池量警告） 

     連続使用で約２５時間（電源ランプ消灯） 

※電池の種類や能力によって異なります。 

 使用しない時はリモコン(送信機)から電池を取り外して保管してください。 

電池交換時期：目安として、毎年作業前又は電池量警告時 

受信機電源 バッテリー１２Ｖ（トラクタバッテリ直結取り出し） 

過電流保護機構：電源ハーネス内にヒューズ（自動車用ヒューズ３０アンペア２本） 

※本諸元は、改良のため予告なく変更することがあります。  
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トラクタマッチング表 

マッチング表穴位置は、下記の方向順番で穴位置を記載しています 

※トラクタとのマッチングは各部の干渉に注意して行ってください。 

 

トラクタ側 
※穴位置は一例になります。表記より少ない場合、多い場合もございます。 

   

 

作業機側 

 

 

 

 

  

① 

② 

トップリンク穴位置 

ロワリンク穴位置 

①

② 

③ 

トップリンク長さ 

ロワリンク穴位置 

上 

下 

① 

② 

③ 

④ 

トップリンク穴位置 

① ② ③ 

リフトロッド穴位置 

① 

② 

③ 

トラクタ側 作業機側 
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作業機：ＭＡＸ４４５ＨＡ-４Ｌ    

トラクタ 

型式 

トラクタ側 作業機側 
使用 

ｼﾞｮｲﾝﾄ 

必要 

ｳｪｲﾄ

(kg) 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ 

長さ 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ 

穴 

ﾘﾌﾄﾛｯﾄﾞ 

穴 

ﾛﾜﾘﾝｸ 

穴 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ 

穴 

ﾛﾜﾘﾝｸ 

穴 

TJV665,755 590 4 2 1 1 2 AS300-CV550 90 

TJV755L 694 4 2 1 1 2 
AS300-CV750 
50 ㎜切断 

- 

TJV655C,755C 621 4 3 1 1 2 AS300-CV550 180 

TJX743 650 4 3 1 1 2 AS300-CV550 135 

MR600 618 4 3 2 1 2 AS300-CV550 135 

MR650 587 4 3 2 1 2 AS300-CV550 90 

MR700 580 4 3 2 1 2 AS300-CV550 90 

MR650PC,700PC 615 4 4 2 1 2 AS300-CV550 225 

MR800 642 2 
3 

(617mm) 
1 1 2 AS300-CV550 45 

MR800PC 617 2 3 1 1 2 AS300-CV550 135 

M720W 695 2 480mm 1 1 2 AS300-CV550 270 

YT460A,465A 645 4 3 1 1 2 AS300-CV550 240 

YT472A 594 4 3 1 1 2 AS300-CV550 270 

YT465AD,472AD 567 4 3 1 1 2 AS300-CV550 240 

YT472AC 545 3 3 1 1 2 AS300-CV550 400 

GV601 618 4 3 2 1 2 AS300-CV550 135 

GV651 587 4 3 2 1 2 AS300-CV550 90 

GV701 580 4 3 2 1 2 AS300-CV550 90 

GVK651,701 615 4 4 2 1 2 AS300-CV550 225 

GV800 642 2 
3 

(617mm) 
1 1 2 AS300-CV550 45 

GVK800 617 2 3 1 1 2 AS300-CV550 135 

※トップリンク長さの数値は、目安の長さになっております。Ｐ．１４にあります作業姿勢を基本として、

最終調整を行ってください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

購入日        年   月   日 

型式                   

シリアル番号                
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